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          状態空間モデルのパラメータ推定について
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等のモデルを用いることにより，時間とともに変化するパラメータの場合にも拡張することが
できる．
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 ARIMAモデルの階差次元は，通常1や2という整数値をとるものと考えられているが，こ
れを非整数次元に拡張したものをfractiona1ARIMA（FARIMA）モデルという．AR項や
MA項が定常性の条件を満たし，かつ階差次元の絶対値が1／2未満の時，このモデルに従うプ
ロセスは定常である．しかし，定常ARMAでは満たされる自己相関の絶対総和可能性が成り立
たず，過去のイノベーションの影響は無限に遠くてもゼロとはならない．従って，fraCtiona1
ARIMAモデルは，1ong－range dependenceを表現するひとつのモデルであると言える．
 ここで考える推定法は，ガウス尤度を近似なしに直接計算しようというものである．いわゆ
るスペクトル尤度を最大にするWhitt1e法は，このケースでも漸近的にGaussianMLEと同等
であるが，シミュレーションの結果では，標本数が500程度はないと，漸近理論での分散に近
づかない．従って，計算量が増えるとはいえ，標本が数百程度の状況で時間領域での最尤推定
